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本論文のメインテーマは宇宙論におけるインフレーションモデルを素粒子論の超対称性ＳＯ（１
０）大統一理論（ＳＯ（１０）ＧＵＴ）に適用する事である。インフレーションモデル、ＳＯ（１
０）ＧＵＴ共に数々のモデルが提唱されているが、ＧＵＴの枠組みでのインフレーションモデルの
議論は未だあまり成されていない。そこで我々は統一理論の最有力候補の一つであるＳＯ（１０）
ＧＵＴモデルを基に、インフレーションモデルを考え、ＷＭＡＰ等の観測データとの検証を行っ
た。インフレーションモデルの代表的な問題点の一つとしてグラビティーノ問題がある。我々はま
ずシングルフィールドインフレーションと呼ばれる一般的なモデルを最小ＳＯ（１０）大統一理論
に適用したが、通常の熱的レプトジェネシスシナリオではこのグラビティーノ問題を避けることは
出来なかった。そこで新たに非熱的レプトジェネシスシナリオを導入したところ、グラビティーノ
問題を上手く回避出来るだけでなく、シーソー機構の違いによって異なる予言を得られる事を新た
に発見した。しかしこのモデルではインフラトンと右巻きニュートリノとの結合定数が異様に小さ
な結果となってしまい、また、最小ＳＯ（１０）大統一理論の欠点としてゲージ結合定数が統一さ
れないという問題があった。そこで次に考えたのが５次元軌道上のＳＯ（１０）ＧＵＴ理論にス
ムースハイブリッドインフレーションモデルを適用することである。このＧＵＴ理論ではＳＯ（１
０）がまず境界条件に寄り Pati-Salam ゲージ群に破れ、それがヒッグス多重項の真空期待値によっ
て標準模型に破れる。これらのモデルは上記の問題点を見事に解決し、ゲージ結合定数の統一
もMGUT = 4.6 × 1017 GeV で統一に成功した。インフレーションモデルの適用も上手くいき、得られ
たMGUT 等の予言値は Wilkinson Microwave Anisotropy Probe (WMAP) の観測データとも一致してい
る。このように我々は、宇宙論と素粒子論という２つの異なる観点の結合させ、自然界の新たな真
実を解き明かすことを目指している。


